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研修の特徴

◎墨東病院　 　

〇広尾病院

〇大塚病院

〇駒込病院

　

〇多摩総合医療センタ ー

●　 広尾病院　（ 連携施設）

指導医責任者：  皮膚科　 岩澤　 う つぎ

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

当プロ グラ ムは皮膚科専門医を 取得すこ と を 目的と し たも ので 、 基幹病院は墨東病院皮膚科です。 当院は連携施設

にあたり ます。 研修期間は基幹病院が 3 年、 連携施設が 2 年の合計 5 年間です。 皮膚科で診察する 疾患は非常に種類

が多く 、 診察する 範囲も 頭の先の髪の毛から 足の先の爪まで多種多様です。 各連携施設の中でも 病院によ っ て得意分

野が違っ てき ます。 墨東病院皮膚科は皮膚科の救急疾患を 多く 扱っ ており 、 当科は皮膚外科と いう 皮膚の手術を 積極

的に行っ ています。 皮膚科の手術は診断を つけて 、 検査を し 、 手術の計画を たて、 実行し 、 切除し た検体の病理組織

を 確認する と いう こ と を 1 人ででき る よ う にト レ ーニン グし ていき ます。 外来診療も 研修開始から 半年を 目安にひと

り 立ち でき る よ う にし ます。  初めの半年で皮膚科の基礎的な部分を 研修し 、 その後に実臨床で研修し ます。 平行し て

手術、 皮膚病理の研修も 行います。 1 年目の研修終了までに皮膚生検、 粉瘤や母斑など皮膚良性腫瘍の単純切除術を

習得でき る よ う にし ます。 2 年目では希望あれば検査科の病理部を ロ ーテーショ ン する こ と も でき ます。 手術の研修

では全層植皮、 小皮弁が習得でき れば理想的です。 日本皮膚科学会認定専門医の受験資格はでは手術の経験も 必要に

なり ます。 当科で経験でき ない疾患は、 基幹病院である墨東病院や、 大塚病院などの他の連携病院でも 研修でき ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 皮膚科（ 広尾病院） 病理科（ 広尾病院）

　

2 年次 皮膚科（ 広尾病院）

　

3 年次 皮膚科（ 墨東病院）

　

4 年次 皮膚科（ 墨東病院）

　

5 年次
皮膚科（ 墨東病院）

●　 大塚病院　（ 連携施設）

指導医責任者：  皮膚科　 井上　 梨紗子

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

大塚病院皮膚科は地域の中核病院と し て紹介さ れる患者さ んを診療し 、 院内コ ンサルテーショ ンに対応するこ と で、

感染症から アレ ルギー性疾患、 腫瘍や膠原病と いっ た幅広い疾患を 経験する こ と ができ ます。 特に当院は、 総合周産

期母子医療・ 小児医療・ リ ウマチ膠原病疾患の拠点を 特徴に掲げており 、 当該対応症例が多い特徴があり ます。 また、

多汗症、 フ ッ ト ケア、 アレ ルギー関連疾患、 乾癬の診療に力を 入れています。 毎日の外来・ 病棟診療のほか、 毎週皮

膚病理カ ンフ ァ ラ ンス・ 症例検討会を 行っ ています。主に外来日帰り 手術を 定時で行っ ています。院内で行われる各科・

各種勉強会が多数あり 、 皮膚科以外の連携する 診療に役立つプロ グラ ムに恵まれています。 日々の症例の中で、 学会

研修コ ース

モデル

採用施設一覧（ ◎は基幹施設、 ◯は連携施設）

研修プログラ ムの特徴
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研修の特徴

発表や論文作成を 行っ ていき ます。 大塚病院皮膚科の目標は「 医師自ら が楽し める 皮膚科」 です。 変遷する 皮膚症状

を 観察し 、 患者さ んがよ り 良い皮膚状態になっ ても ら う にはどう し たら よ いか、 自ら 考え、 過去報告を 参照し 、 他医

師やスタ ッ フ の意見も 聞き 、 実践し てみる 。 その過程で皮膚に対する 理解が深まる 体験、 う まく 治療が進み患者さ ん

が喜ぶ体験、 仕事に皮膚科を 選んで良かっ たと 思う 体験を ぜひし て頂き たいです。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 皮膚科

皮膚疾患の所見の取り 方、 記載、 真菌検査、 皮膚生検、 皮膚貼付試験、 軟膏処置、 創傷処置、 光線療法、 小手術などを実践
し ながら 学ぶ。

2 年次 皮膚科

必要時に上級医に助言を求めるが、 主体的に皮膚科診療が行えるよう になるこ と を目標と する。

3 年次 ER 研修（ 墨東病院） 皮膚科（ 墨東病院）

指導医数が多く 、 幅広い疾患を経験できる。 特に手術症例を多く 学ぶ。

4 年次 皮膚科

主体的に皮膚科診療を行う 。 自分の得意分野を見出し 、 同分野の診療レベルを向上さ せるこ と を目標と する。

5 年次 皮膚科（ 大塚病院　 他連携施設病院）

主体的に皮膚科診療を行う 。 自分の不足分野を補う べく 、 他施設での研修も 考慮する。

●　 駒込病院　（ 連携施設）

指導医責任者： 皮膚腫瘍科　 吉野　 公二

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

指導医の下、 都道府県がん連携拠点病院の勤務医と し て 、 皮膚悪性腫瘍患者の手術療法、 化学療法、 放射線療法な

ら びに緩和医療を 中心に習得し ます。 皮膚科学会主催の必須の講習会を 受講し 、 年に 2 回以上筆頭演者と し て学会発

表を 行います。 皮膚科関連の学会、 学術講演会、 セミ ナーに積極的に参加し ます。 病院が実施する 医療安全講習会に

定期的に参加し ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 皮膚腫瘍科

皮膚腫瘍、 外科手技の習得

2 年次 皮膚科（ 墨東病院）

一般皮膚科の習得

3 年次 皮膚腫瘍科

皮膚腫瘍、 外科手技の習得

4 年次 皮膚科（ 墨東病院）

一般皮膚科の習得

5 年次 皮膚科（ 墨東病院）

一般皮膚科の習得

●　 墨東病院（ 基幹施設）　

　 　 都立墨東病院皮膚科東京医師アカ デミ ー専門研修プログラ ム

プロ グラ ム責任者： 皮膚科　 沢田　 泰之　 　 プロ グラ ム研修期間： 5 年

連携施設病院： 広尾 / 大塚 / 駒込 / 多摩総合

　 　 　 　 　 　 　 防衛医科大学校病院

本プロ グラ ムは大学医局への入局にこ だわら ず、 墨東病院皮膚科を 研修基幹施設と し 、 研修連携施設・ 研修準連携

施設を 加えた研修施設群を 統括する 研修プロ グラ ムです。 なお、 本プロ グラ ムは各研修施設の特徴を 生かし た複数の

研修コ ースを 設定し ています。

【 研修方法】

研修コ ース

モデル

研修コ ース

モデル
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研修の特徴

人口 140 万人を 有する 都区東部医療圏最大の総合病院です。 高度救命救急セン タ ー、 総合周産期セン タ ー、 感染症

病棟などを 持ち 、 様々な疾患において地域医療の中心的役割を 果たし ています。 皮膚科においても 、 天疱瘡・ 膠原病

などの難治難病、 重症感染症・ 壊疽などの救急や皮膚・ 皮下腫瘍、 皮膚悪性腫瘍などの皮膚外科、 下肢静脈瘤・ 下腿

潰瘍などの皮膚の循環障害の診断と 治療、 他施設では例を 見ない超音波検査、 CT、 MRI などの画像を 使用し た診断な

ど地域においてなく てはなら ない役割を果たし ています。

専攻医は年間 200 名程度の入院患者を 3 名 1 組のグループで診療し 、数多く の希少な疾患を経験するこ と ができ ます。

皮膚科学会主催の必須の講習会を 受講し 、 年に 1 回以上筆頭演者と し て学会発表を 行い、 論文を 作成し ます。 皮膚科

関連の学会、 学術講演会、 セミ ナーに積極的に参加し ます。 病院が実施する医療安全講習会に定期的に参加し ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 墨東病院

（ 基本 A コ ース） 研修基幹施設を中心に研修する基本的なコ ース。

2 年次 墨東病院

臨床のみではなく ， 学会発表， 論文作成など臨床研究の基礎を基幹病院で研修し た後に， 連携病院で臨床を行う 。

3 年次 連携施設

連携施設は原則と し て 1 年ごと で異動するが， 諸事情により 2 年間同一施設も あり 得る。

4 年次 連携施設

連携施設は原則と し て 1 年ごと で異動するが， 諸事情により 2 年間同一施設も あり 得る。

5 年次 墨東病院

最終年次には， 診療チームのサブリ ーダーと し ， 難度の高い疾患の治療計画手術計画を 立てると と も に， 後輩の指導を行
う こ と により 自ら の不足し ている部分を発見し 補う 。

●　 多摩総合医療センタ ー　（ 連携施設）

指導医責任者： 皮膚科　 加藤　 峰幸

連携をし ている基幹施設病院： 墨東

当施設は普通病棟以外に ER、 結核病棟、 精神病棟など 700 床以上の病床があり 、 隣接する 神経病院や地域の医療機

関から 多数の症例が紹介さ れます。 当施設の特徴は、 担当する 医療圏が広いため、 疾患のバラ ン スがと れている こ と

です。 薬疹や蕁麻疹などのアレ ルギー性疾患、 水疱症、 膠原病、 リ ン パ腫、 良性・ 悪性皮膚腫瘍など 、 幅広い疾患を

経験する こ と ができ ます。 基幹施設である 墨東病院や杏林大学病院で計 1 年間以上の研修を 行い、 広範囲の植皮術な

どを経験する こ と ができ ます。

また、 新専門医制度に変わり 、 皮膚科専門医取得のために必要な単位も 増えています（ 日本皮膚科学会ホームペー

ジ参照　 https://w w w .derm atol.or.jp /）。 皮膚科領域では専門医取得に最低 3 本の論文発表が必要です。 当科では年１

～２ 回の学会発表、 論文投稿や研究会の参加を勧め、 単位取得を サポート し ていき ます。

皮膚科の研修期間は 5 年間で、 基本領域学会の中でも 短い期間ではあり ません。 皮膚科医は女性が多く 、 5 年間の

研修中には様々なラ イ フ イ ベン ト が予想さ れますが、 相談し ながら キャ リ アの継続を サポート し ていき ます。 是非一

度見学にいら し てく ださ い。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 年次 皮膚科（ 多摩総合医療セン タ ー）

皮膚所見の記載や基本的手技（ 真菌鏡検、 パッ チテスト 、 プリ ッ ク テスト 、 光線治療、 皮膚小手術など） を身につける。

2 年次 皮膚科（ 多摩総合医療セン タ ー）

必要時に上級医に指示を受けるが、 一人で外来診療ができる。 希望があれば基幹施設病院で研修を受けるこ と ができる。

3 年次 皮膚科（ 墨東病院）

1 年間基幹施設病院で研修を受ける。 特に手術症例を学ぶ。

4 年次 皮膚科（ 墨東病院）

診察・ 検査・ 治療を一人で計画するこ と ができる。 皮膚病理診断ができる。

5 年次 皮膚科（ 墨東病院）

得意分野の専門性を向上さ せる。

研修コ ース

モデル

研修コ ース

モデル

https://www.dermatol.or.jp/

